
Title 旧約聖書における荒野の救済伝承

Author(s) 菅沼, 英二; Suganuma, E

Citation 基督教学, 13, 58-67

Issue Date 1978-09-14

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/46344

Type journal article

File Information 13_58-67.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



旧
約
聖
書
に
お
け
る
荒
野
の
救
済
伝
承

菅

沼

英

二

　
旧
約
聖
書
の
救
済
史
の
中
で
、
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
は

共
に
、
重
要
な
主
題
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
。

一、

､
究
史
概
観

「
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
救
済
扁

と

「
約
束
の
地
へ
の
入
国
篇
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
＞

　
旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
荒
野
モ
チ
ー
フ
」
の
研
究
は
、
一
八
九
五
年
に
カ
ー
ル
・
ブ
ッ
デ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
旧
約
聖
書
研
究

に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
彼
は
そ
の
論
文
で
、

　
「
遊
牧
生
活
時
代
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
理
想
像
と
す
る
理
解
は
預
言
者
た
ち
に
見
出
さ
れ
る
篇
と
述
べ
、
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
章
二
節
、
ホ
セ
ア
ニ

章
＋
六
節
、
イ
ザ
ヤ
七
章
＋
四
節
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
2
）

　
フ
ラ
イ
ト
は
ブ
ッ
デ
の
学
説
2
0
ヨ
践
8
鑓
①
巴
を
発
展
さ
せ
、
預
言
者
た
ち
が
荒
野
時
代
の
理
想
像
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。
「
預
出
者
た
ち
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
若
き
霜
（
荒
野
時
代
）
を
信
仰
の
黄
金
時
代
と
し
て
語
っ
て
い
る
（
エ
レ
ミ
ャ
ニ
章
二
～
三
節

ホ
セ
ア
十
一
章
一
節
等
）
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
復
興
の
た
め
に
、
荒
野
時
代
の
純
粋
な
信
仰
に
立
ち
帰
る
べ
き
こ
と
を
語
っ
て
い

る
（
ホ
セ
ア
十
二
章
九
簸
、
二
章
十
國
簾
以
下
等
）
」
。

　
　
　
　
　
（
3
＞

　
ド
ゥ
・
ヴ
ォ
ー
も
預
言
者
た
ち
が
荒
野
時
代
の
理
想
像
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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「
預
言
者
た
ち
は
荒
野
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
若
き
日
（
契
約
締
結
の
時
）
を
回
想
し
（
エ
レ
ミ
や
一
一
・
二
、
ホ
セ
ア
十
三
・
五
、
ア
モ

ス
ニ
・
＋
）
、
黄
金
時
代
の
荒
野
の
生
活
に
立
ち
帰
る
こ
と
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
を
見
て
い
る
（
ホ
セ
ア
ニ
・
＋
六
～
＋
七
、
十
二
・
＋
）
」
。

　
　
　
マ
ル
チ
ン
・
ノ
ー
ト
の
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
彼
は
そ
の
名
著
「
モ
ー
セ
葉
書
の
伝
承
史
」
（
一
九
四
八
年
）
の
中
で
、
モ
…
セ
旨
旨
の
五
つ
の
基
本
的
な
主
題
と
し
て
、
「
エ
ジ
プ
ト

か
ら
の
導
き
」
「
約
束
の
地
へ
の
導
き
」
「
父
祖
へ
の
約
束
」
「
荒
野
に
お
け
る
導
ぎ
」
「
シ
ナ
イ
で
の
啓
示
」
を
挙
げ
、
伝
承
史
研
究
の
道

を
開
い
た
。

　
「
荒
野
に
お
け
る
導
き
の
主
題
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
導
き
」
と
「
約
束
の
地
へ
の
導
き
偏
と
を
前
提
と
し
、
そ

の
両
者
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
南
諸
部
族
の
サ
ー
ク
ル
の
中
で
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
5
）

　
エ
ン
グ
ネ
ル
は
「
荒
野
の
放
浪
」
の
伝
承
史
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
伝
承
の
祭
儀
的
場
（
ω
同
叶
N
　
一
ご
P
　
］
い
①
げ
①
5
）
と
し
て
過
越
の
祭
を
想
定

し
た
。
そ
し
て
「
預
言
者
た
ち
は
そ
れ
を
再
解
釈
し
て
い
る
。
彼
ら
は
荒
野
放
浪
の
時
期
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
理
想
的
な
時
と
は
考
え
ず
、

む
し
ろ
、
そ
れ
は
神
の
導
き
の
時
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
6
）

　
C
・
バ
ル
ト
は
「
荒
野
の
伝
承
」
は
発
展
的
に
考
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
し
て
、
三
つ
の
段
階
を
示
し
て
い
る
。
①
王
国
時
代
以
前
の
イ

ス
ラ
エ
ル
は
祭
儀
の
と
き
、
荒
野
で
行
わ
れ
た
ヤ
ー
ウ
ェ
の
み
業
を
と
な
え
て
記
念
し
た
（
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
六
、
申
命
記
八
・
二
、
＋
五
、

二
九
・
四
、
ヨ
シ
ュ
ア
ニ
四
・
七
等
）
。
②
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
時
代
に
は
、
荒
野
時
代
は
理
想
的
な
信
仰
の
時
代
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
ホ
セ
ア
ニ
・
＋
四
～
＋
五
等
）
。
③
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
後
の
時
代
に
は
、
荒
野
時
代
を
歴
史
的
に
悲
観
的
な
時
代
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る

（
エ
ゼ
キ
エ
ル
ニ
○
、
詩
瞥
胴
一
〇
六
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
よ
う
な
研
究
史
に
基
づ
き
な
が
ら
、
「
旧
約
聖
書
に
お
け
る
荒
野
の
救
済
伝
承
」
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
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二
、
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
伝
承

　
旧
約
聖
書
の
中
で
、
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
を
叙
述
し
て
い
る
五
つ
の
表
現
様
式
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

1
　
「
荒
野
で
見
出
し
た
」
（
申
命
記
三
二
・
十
、
ホ
セ
ア
九
・
十
）

2
、
「
荒
野
で
知
っ
た
」
（
ホ
セ
ア
十
三
・
五
）

3
　
「
荒
野
で
導
い
た
」
（
ホ
セ
ア
ニ
・
＋
六
、
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
六
、
詩
篇
一
〇
六
・
九
、
一
三
六
・
＋
六
）
（
四
〇
年
を
付
加
し
た
も
の
、
ア
モ
ス

　
　
ニ
・
十
、
申
命
記
八
・
二
、
二
九
・
四
）

4
　
「
翼
に
載
せ
て
」
（
出
エ
ジ
プ
ト
一
九
・
四
、
申
命
記
三
二
・
＋
一
）

　
　
「
荒
野
で
抱
い
た
」
（
申
命
記
丁
一
一
二
、
イ
ザ
ヤ
四
〇
・
十
　
、
四
六
・
三
、
六
三
・
九
）

5
　
「
荒
野
で
（
羊
の
よ
う
に
）
導
い
た
」
（
詩
篇
七
八
・
五
二
、
イ
ザ
ヤ
四
九
・
＋
）

　
荒
野
の
救
済
伝
承
は
古
い
「
歴
史
的
儒
仰
告
白
」
の
要
素
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
＞

　
ラ
ー
ト
は
旧
約
神
学
第
～
巻
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
　
「
（
ヤ
ー
ウ
ェ
が
荒
野
に
お
い
て
民
を
導
い
た
と
い
う
）
儒
仰
告
白
の
要
素

は
非
常
に
古
い
。
申
命
記
二
六
章
五
節
以
下
の
『
小
儒
仰
告
白
』
で
は
出
エ
ジ
プ
ト
か
ら
カ
ナ
ン
定
住
に
至
る
出
来
事
を
一
つ
の
節
の
中

に
扱
っ
て
い
る
」
と
。

　
し
か
し
、
申
命
乞
二
六
章
五
節
以
下
の
「
歴
史
的
小
信
仰
告
白
」
に
は
「
荒
野
の
導
き
」
の
表
現
様
式
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
申
命
記
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六
章
二
＋
～
二
＋
王
節
の
信
仰
告
白
に
も
な
い
。

　
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
導
き
の
主
題
は
救
済
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
伝
承
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ

の
救
済
行
為
の
表
現
様
式
を
追
っ
て
、
た
ど
り
た
い
と
思
う
。

　
　
　
L
　
シ
ナ
イ
契
約
（
出
エ
ジ
プ
ト
十
九
章
四
節
～
八
節
）

　
　
門
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
が
エ
ジ
プ
ト
び
と
に
し
た
こ
と
と
、
あ
な
た
が
た
を
鷲
の
翼
に
の
せ
て
わ
た
し
の
所
に
ご
さ
せ
た
こ
と
を



　
　
見
た
」
（
四
節
）
。

　
こ
の
シ
ナ
イ
契
約
の
章
句
の
中
に
は
、
ヤ
…
ウ
ェ
の
三
重
の
救
済
行
為
が
救
済
史
の
要
約
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
エ
ジ
プ
ト
人
に

し
た
こ
と
」
（
出
エ
ジ
プ
ト
）
、
「
鷲
の
翼
に
の
せ
て
」
（
荒
野
に
お
け
る
導
き
と
保
護
）
、
「
わ
た
し
の
所
へ
来
さ
せ
た
」
（
約
束
の
地
へ
の

入
国
」
で
あ
る
。

　
「
鷲
の
翼
に
の
せ
て
」
と
い
う
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
の
表
現
は
、
　
旧
約
聖
書
に
は
二
回
し
か
な
く
、
申
出
記
三
二
章
＋
節

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
2
　
モ
ー
セ
の
歌
（
申
命
記
三
二
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
ア
イ
ス
フ
ェ
ル
ト
、
オ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
、
ス
ケ
ハ
ン
は
共
に
、
モ
ー
セ
の
歌
が
B
・
C
十
｝
世
紀
後
半
の
非
常
に
古
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
見
解
を
表
明
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
預
言
者
の
影
響
が
見
ら
れ
る
所
か
ら
、
も
っ
と
後
期
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

　
モ
ー
セ
の
歌
に
は
「
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
」
は
二
つ
の
表
現
様
式
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
主
は
（
民
）
を
荒
野
の
地
で
見
い
だ
し
、

　
　
目
の
ひ
と
み
の
よ
う
に
守
ら
れ
た
。

　
　
わ
し
が
そ
の
巣
の
ひ
な
を
呼
び
起
し
、

　
　
そ
の
っ
ぽ
さ
の
上
に
こ
れ
を
負
う
よ
う
に
、

　
　
主
は
た
だ
ひ
と
り
で
彼
を
導
か
れ
た
」
（
＋
～
＋
一
）
。

　
「
翼
の
上
に
の
せ
て
」
と
い
う
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
の
表
現
は
シ
ナ
イ
契
約
章
句
の
継
承
で
あ
り
、
「
荒
野
で
見
出
し
た
」
と
い
う
表

現
は
ホ
セ
ア
書
（
九
章
＋
節
）
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
モ
ー
セ
の
歌
の
特
徴
は
「
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
」
が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ヤ
ー
ウ
ェ
に
対
す
る
背
信
、
罪
」
と
対
比
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
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「
あ
な
た
は
自
分
を
造
っ
た
神
を
捨
て
た
。

　
　
彼
ら
は
ほ
か
の
神
々
に
仕
え

　
　
神
で
も
な
い
悪
霊
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
た
。

　
　
あ
な
た
は
自
分
を
生
ん
だ
岩
を
軽
ん
じ
、

　
　
自
分
を
造
っ
た
神
を
忘
れ
た
」
。
（
＋
五
～
＋
八
節
）

　
モ
一
半
の
歌
は
偶
像
礼
拝
の
罪
の
現
実
の
中
に
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
悔
い
改
め
さ
せ
る
た
め
に
、
「
荒
野
に
お
け
る
ヤ
…
ウ
ェ
の

救
済
行
為
」
を
語
り
か
け
て
い
る
。

　
　
　
3
　
ホ
セ
ア
書
に
お
け
る
荒
野
伝
承

　
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
は
ホ
セ
ア
書
で
は
三
つ
の
表
現
様
式
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
わ
た
し
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
荒
野
の
ぶ
ど
う
の
よ
う
に
見
出
し
た
」
（
九
章
＋
節
）

　
　
こ
の
「
荒
野
で
見
出
し
た
し
と
い
う
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
（
選
び
）
の
表
現
は
圏
約
聖
書
に
は
二
回
し
か
な
く
、
ホ
セ
ア
書
は
モ
ー
セ

　
の
歌
（
申
命
記
三
二
章
）
か
ら
継
承
し
て
い
る
。

　
　
「
わ
た
し
は
荒
野
で
あ
な
た
を
知
っ
た
」
（
十
三
章
五
節
）

　
　
「
荒
野
に
導
い
て
行
く
」
（
二
章
十
瞠
簾
・
M
・
T
十
六
）

　
ホ
セ
ア
書
に
お
け
る
特
徴
を
次
の
諸
点
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
①
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
終
末
的
救
済
は
出
エ
ジ
プ
ト
、
カ
ナ
ン
入
国
と
共
に
告
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
見
よ
、
わ
た
し
は
彼
女
を
い
ざ
な
っ
て
、

　
　
荒
野
に
導
び
い
て
行
き
ね
ん
ご
ろ
に
語
ろ
う
。

　
　
そ
の
所
で
わ
た
し
は
彼
女
に
ぶ
ど
う
畑
を
与
え
る
。
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そ
の
所
で
彼
女
は
若
か
っ
た
日
の
よ
う
に
、

　
　
エ
ジ
プ
ト
の
国
か
ら
の
ぼ
っ
て
来
た
時
の
よ
う
に
、

　
　
答
え
る
で
あ
ろ
う
」
（
二
章
＋
四
～
＋
五
節
）

　
②
荒
野
に
お
け
る
救
済
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
背
信
行
為
と
対
比
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
わ
た
し
は
イ
ス
ラ
エ
ル
准
荒
野
の
ぶ
ど
う
の
よ
う
に
見
出
し
た
。

　
　
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
バ
ア
ル
・
ペ
オ
ル
へ
行
き
、

　
　
身
を
バ
ア
ル
に
委
ね
、

　
　
彼
ら
が
愛
し
た
物
と
同
じ
よ
う
に
賎
む
べ
き
者
と
な
っ
た
偏
（
九
章
＋
節
）

　
　
「
わ
た
し
は
荒
野
で
あ
な
た
を
知
っ
た
。

　
　
し
か
し
彼
ら
は
食
べ
て
飽
き
、
飽
き
て
そ
の
心
が
高
ぶ
り
、
わ
た
し
を
忘
れ
た
」
（
十
三
章
五
～
六
節
）

　
葉
書
者
ホ
セ
ア
は
救
済
史
の
要
約
と
し
て
、
ヤ
ー
ウ
ェ
の
三
重
の
救
済
行
為
（
出
エ
ジ
プ
ト
、
荒
野
の
導
き
、
カ
ナ
ン
入
国
）
を
語
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
シ
ナ
イ
契
約
伝
承
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
十
九
章
三
～
六
）
で
あ
り
、
ホ
セ
ア
は
こ
れ
を
継
承
し
な
が
ら
、
背
信
の
民
に
対

す
る
終
末
的
救
済
を
語
り
、
今
も
生
き
て
救
い
給
う
ヤ
ー
ウ
ェ
の
恵
み
を
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
セ
ア
は
単
に
「
荒
野
を
理
想
化
し
て
」
語
る
の
で
は
な
く
、
ヤ
ー
ウ
ェ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
わ
り
を
、
そ
の
肯
定

面
（
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
）
と
否
定
面
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
背
信
）
と
に
お
い
て
語
る
た
め
に
、
荒
野
伝
承
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ

は
た
だ
一
つ
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、
荒
野
に
た
と
え
罪
が
あ
り
、
背
信
が
あ
り
、
試
練
が
あ
っ
て
も
、
ヤ
」
ウ
ェ
自
ら
が
民
を

導
く
の
で
あ
り
、
そ
の
ヤ
ー
ウ
ェ
の
導
き
に
よ
っ
て
、
民
は
救
わ
れ
、
約
束
の
祝
福
に
あ
っ
か
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
恵
み
深
い
ヤ
ー

ウ
ェ
の
救
済
行
為
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
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4
　
エ
レ
ミ
や
盤
田

　
「
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
一
は
エ
レ
、
ミ
ャ
書
で
は
「
荒
野
の
導
き
」
の
表
現
様
式
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
わ
れ
わ
れ
を
荒
野
な
る
、
穴
の
多
い
荒
れ
た
地
、
か
わ
い
た
濃
い
階
下
の
地
、
人
の
通
ら
な
い
、
入
の
住
ま
な
い
地
を
通
ら
せ
た

　
　
＋
工
」
　
（
二
章
六
節
）

こ
の
様
式
は
ホ
セ
ア
書
の
「
荒
野
の
救
済
」
表
現
様
式
（
二
章
＋
四
）
で
、
ホ
セ
ア
か
ら
の
継
承
と
考
え
ら
れ
る
。

　
エ
レ
ミ
や
書
の
特
徴
は
次
の
点
に
見
ら
れ
る
。

　
①
「
荒
野
の
救
済
」
は
「
幽
エ
ジ
プ
ト
」
「
カ
ナ
ン
入
国
扁
と
共
に
、
ヤ
…
ウ
ェ
の
三
重
の
救
済
行
為
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
エ
ジ
プ
ト
の
地
よ
り
導
き
出
し
」
（
二
・
六
）
、

　
「
わ
た
し
は
山
め
な
た
を
導
び
い
て
豊
か
な
地
に
入
、
れ
」
（
二
・
七
）
。

　
こ
れ
は
シ
ナ
イ
契
約
伝
承
で
あ
り
、
ホ
セ
ア
を
経
て
、
エ
レ
ミ
ヤ
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
②
「
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
」
は
「
荒
野
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
背
信
行
為
扁
と
対
比
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
エ
レ
ミ
ヤ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
荒
野
に
お
け
る
背
信
の
伝
承
扁
を
用
い
な
が
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
の
現
実
を
語
っ
て
い
る
。

　
乱
　
シ
ナ
イ
・
ホ
レ
ブ
で
の
金
の
子
牛
礼
拝

　
　
　
（
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
十
一
、
爵
エ
ジ
プ
ト
瓢
ご
丁
一
～
十
一
、
詩
響
胴
一
〇
六
・
十
九
～
二
十
、
ホ
セ
ア
・
四
・
七
）

　
ヒ
　
荒
野
に
お
け
る
つ
ぶ
や
き
（
背
信
）

　
メ
リ
バ
物
語
は
「
ヤ
ー
ウ
ェ
に
対
す
る
争
い
・
背
信
の
体
験
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
メ
リ
バ
伝
承
は
出
エ
ジ
プ
ト
一
七
・
一
～
七
、
詩
篇

八
丁
八
、
一
〇
六
品
三
、
エ
レ
ミ
ャ
ニ
章
二
九
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
G
　
シ
ッ
テ
ム
で
の
バ
ア
ル
・
ペ
オ
ル
礼
拝
（
単
数
記
二
五
・
一
～
五
）
。
こ
れ
は
宗
教
的
姦
淫
と
し
て
非
難
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
の

　
　
　
表
現
と
し
て
、
「
姦
淫
の
主
題
」
に
よ
り
、
ア
サ
フ
詩
篇
（
一
〇
六
・
二
九
、
三
九
）
ホ
セ
ア
書
（
九
・
一
、
十
一
等
）
、
エ
レ
ミ
や
書
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（
二
・
二
十
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
③
エ
レ
ミ
や
書
二
章
二
節
に
は
荒
野
時
代
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
と
民
と
の
交
わ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
学
者
た
ち
は
こ
れ
を
「
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

野
の
理
想
化
」
と
考
え
、
ま
た
あ
る
学
者
た
ち
は
「
荒
野
伝
承
の
肯
定
的
・
積
極
的
理
解
」
を
示
す
も
の
と
し
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
「
荒
野

伝
承
の
否
定
的
・
悲
観
的
理
解
」
（
エ
ゼ
キ
エ
ル
ニ
〇
＋
三
）
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
若
き
時
の
純
情
」
（
シ
ナ
イ
・
ホ
レ
ブ
で
の
契
約
締
結
）
、
「
花
嫁
の
時
の
愛
」
（
契
約
関
係
）
と
共
に
、
「
荒

野
の
地
で
、
わ
た
し
に
従
っ
た
」
（
儒
仰
の
応
答
と
服
従
）
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
「
ヤ
ー
ウ
ェ
の
恵
み
深
い
行
為
」
が

語
ら
れ
て
い
る
事
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
ヤ
ー
ウ
ェ
自
ら
が
、
「
わ
た
し
は
そ
の
事
を
覚
え
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
若
き
日
に
、
そ
れ
を
愛
し
た
の
は
や
…
ウ
ェ
で
あ
り
（
ホ
セ
ア
十
一
章
一
節
）
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
荒
野
の
地
で
、
ヤ
ー
ウ

ェ
に
従
っ
た
の
は
、
ヤ
ー
ウ
ェ
が
荒
野
の
地
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
導
い
た
か
ら
で
あ
り
（
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
章
六
節
）
、
荒
野
に
お
け
る
イ
ス

ラ
エ
ル
を
か
え
り
み
、
覚
え
て
い
る
の
は
ヤ
ー
ウ
ェ
ご
自
身
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
荒
野
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ヤ
ー
ウ
ェ
に
対
し
て
つ
ぶ
や
き
、
背
信
し
、
偶
像
礼
拝
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
覚

え
て
い
る
の
は
、
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
わ
た
し
は
限
り
な
き
愛
を
も
っ
て
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
絶
え
ず
あ
な
た
に
真
実
を
つ
く
し
て
き
た
」
。

　
　
（
エ
レ
ミ
や
三
一
・
三
）

　
　
「
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
父
で
あ
り
、
エ
フ
ラ
イ
ム
は
わ
た
し
の
長
子
だ
か
ら
で
あ
る
扁
（
エ
レ
ミ
や
三
丁
九
）

　
　
「
主
は
言
わ
れ
る

　
　
『
エ
フ
ラ
イ
ム
隔
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、

　
　
わ
た
し
の
喜
ぶ
子
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
わ
た
し
は
彼
に
つ
い
て
語
る
ご
と
に
、
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な
お
彼
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
　
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
の
心
は
彼
を
し
た
っ
て
い
る
。

　
　
わ
た
し
は
必
ず
彼
を
あ
わ
れ
む
」
（
三
一
∴
）

　
荒
野
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
と
背
信
を
ゆ
る
し
、

行
為
で
あ
る
。

三
、
結
　
　
び

そ
の
悪
を
覚
え
な
い
ヤ
ー
ウ
ェ
の
限
り
な
い
愛
の

　
荒
野
伝
承
モ
チ
ー
フ
は
一
方
で
は
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
行
為
を
、
他
方
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ヤ
ー
ウ
ェ
に
薄
す
る
背
信
行
為
、
罪
を
表
わ

す
の
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
決
し
て
「
荒
野
の
理
想
化
」
の
た
め
に
で
は
な
く
、
ヤ
ー
ウ
ェ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
わ
り
の
場
（
荒

野
）
に
お
い
て
、
ヤ
ー
ウ
ェ
が
い
か
に
恵
み
深
い
斜
な
る
神
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
導
き
、
救
済
さ
れ
る
か
を
、
告
知
す
る
た
め
で

あ
る
。

　
「
荒
野
に
お
け
る
ヤ
…
ウ
ェ
の
救
済
伝
承
」
は
、
シ
ナ
イ
契
約
伝
承
の
基
礎
の
上
に
立
ち
、
背
儒
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
を
訴
訟
す
る
「
契

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

約
訴
訟
の
．
預
言
様
式
篇
（
救
命
記
三
二
章
、
ホ
セ
ア
書
、
エ
レ
ミ
や
書
二
章
）
の
中
で
、
ヤ
…
ウ
ェ
の
救
済
史
の
叙
述
と
し
て
、
出
エ
ジ

プ
ト
、
荒
野
の
導
き
、
カ
ナ
ン
入
国
の
ヤ
ー
ウ
ェ
の
三
重
の
救
済
行
為
と
し
て
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

　
二
二
部
族
が
伝
承
し
て
き
た
「
荒
野
伝
承
」
を
、
預
言
者
た
ち
が
再
解
釈
し
、
「
契
約
訴
訟
の
預
言
様
式
」
の
中
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

対
す
る
神
支
配
と
救
済
行
為
と
し
て
、
ヤ
ー
ウ
ェ
の
救
済
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
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